
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★助成対対象となる建築物には 2 つのケースがあります！ 
①マンション、②高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律 
第２条第 1８号に規定する特定建築物（例：飲食店、事務所、病院等） 

※1 助成対象者が法人の場合は、中小企業基本法第２条第１項に規定する中小企業者に限ります。 

※2 戸開走行保護装置の設置とともに設けた場合に限り助成対象となります。 

助成対象建築物 

助成対象工事費の最大助成率 

備考 戸開走行 

保護装置 

地震時管制 

運転装置※2 
耐震対策※2 

①マンション 
100％ 

（最大 300 万円） 

50％ 

（最大 50 万円）

50％ 

（最大 50 万円）

最大助成額はエレベーター 

改修工事費総額の 3 分の 2 です

②特定建築物※1 

（病院、高齢者 

施設等の場合） 

3 分の 2 3 分の 2 3 分の 2 

助成金額算定の対象にできるの

は、各助成対象工事費の 

合計で９５０万円までです  

②上記以外の 

特定建築物※1 

（例：事務所、 

飲食店等） 

100％ 

（最大 100 万円） 

23％ 

（上限額なし）

23％ 

（上限額なし）

港区ではエレベーターに戸
と

開
かい

走行
そうこう

保護
ほ ご

装置
そ う ち

を 

設置する改修工事に助成金が出ます！ 

 

戸開走行保護装置とは・・・ 

 ひとつのブレーキが故障しても、独立した二重ブレーキを作動させるこ

とにより、乗客の挟まれ及び転落を防止します。 

 平成２１年（２００９年）９月以降に設置されたエレベーターには設置

が義務付けられています。 

 
！

この他の詳細な条件や手続きについては 

港区ホームページをご覧ください 
（助成条件に合致しない場合はご容赦ください） 

港区街づくり支援部 

建築課建築設備担当 

ＱＲで簡単アクセス

電話 ０３－３５７８－２３０１ 

https://www.city.minato.tokyo.jp/kenchikusetsubi/ucmp/ucmp_home.html 

（港区ホームページのサイト内検索で「エレベーター助成」で検索していただいても大丈夫です。） 

令和 4 年 4 月



令和４年３月吉日 

  町会長・自治会長 様 

 

  港区民生委員・児童委員協議会会長  野尻 三重子 

 

港区民児協だより「はなみずき」の送付について 

 

 日頃、皆様方には民生委員・児童委員活動にご理解とご協力をいただき、心より御礼申

し上げます。 

 このたび、港区民児協だより「はなみずき」第２９号を発行しましたので、ご高覧くだ

されば幸いです。 

 今後も変わらぬご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

<連絡先> 

港区保健福祉支援部保健福祉課地域保健福祉係 

担当：丸山 TEL：3578-2381（直通） 

※部数に不足があった場合は、お手数ですがご連絡ください。 
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日
頃
か
ら
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
皆
様
に
は
、
港
区
の
子
育
て
支

援
へ
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
で
は
、
親

子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
利
用
者
の
よ
き

相
談
相
手
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
豊

富
な
経
験
を
生
か
し
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
く
な
ど
、
皆
様
の
活

動
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
」
と
「
子
ど
も
と
家

庭
の
総
合
相
談
」
の
二
つ
の
機
能

を
持
ち
、
子
育
て
家
庭
が
抱
え
る

悩
み
に
寄
り
添
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
、
配

偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や

離
婚
等
の
家
庭
相
談
な
ど
、
子
ど

も
と
家
庭
の
状
況
に
応
じ
た
総
合

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
三
年
四
月
に
、
南
青
山
に

移
転
し
た
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
、
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ

ば
や
、
多
目
的
室
を
設
置
す
る
ほ

か
、
新
た
に
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン

し
、
子
育
て
中
、
子
育
て
支
援
に
関

わ
る
人
や
地
域
の
人
と
の
交
流
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
併
設
す
る
児
童
相
談
所
と

連
携
し
な
が
ら
、
児
童
虐
待
な
ど
の

子
ど
も
に
関
す
る
相
談
に
迅
速
に
対

応
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
、
思

春
期
、
児
童
の
自
立
ま
で
、
子
ど
も

と
家
庭
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
民
生
・
児
童
委
員
の

皆
様
と
と
も
に
、
地
域
に
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
港
区
と
な
る
よ

う
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

日
頃
よ
り
港
区
政
に
ご
理
解
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

区
で
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
に

港
区
児
童
相
談
所
を
南
青
山
五
丁
目

に
開
設
し
ま
し
た
。
港
区
児
童
相
談

所
は
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

と
母
子
生
活
支
援
施
設
と
の
複
合
施

設
「
港
区
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

港
区
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
機
能

を
有
機
的
に
結
び
付
け
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
、
思
春
期
、
そ
し
て
児

童
の
自
立
ま
で
一
貫
し
た
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
拠

点
と
な
る
施
設
で
す
。

昨
今
、
増
加
・
深
刻
化
す
る
児
童

虐
待
な
ど
の
問
題
に
対
し
、
区
で
は

児
童
相
談
所
と
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
が
綿
密
に
連
携
し
、
迅
速
で

丁
寧
な
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

地
域
や
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
協
力

が
必
要
で
す
。
区
に
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
は
じ
め
、
学
校
、
保
育

園
、
医
療
機
関
、
警
察
な
ど
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
強

い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
、
多
様
な
活
動
を

行
い
、
区
民
生
活
に
深
く
関
わ
り
の

あ
る
民
生
・
児
童
委
員
の
皆
様
の

日
々
の
気
づ
き
が
児
童
虐
待
の
未
然

防
止
の
た
め
に
は
と
て
も
重
要
で

す
。
子
ど
も
や
家
庭
の
小
さ
な
変
化

な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
児
童
相
談
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
民
生
・
児
童
委
員
の
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
、
未
来
を
担
う
全

て
の
子
ど
も
た
ち
の
命
と
権
利
が
守

ら
れ
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

待
望
の
「
港
区
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た

所

長

あ

い

さ

つ

港区子ども 家庭総合支援セン タ ー外観

港区児童相談所長

田﨑　 みどり

港区立子ども 家庭

支援センタ ー所長

安達　 佳子
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施
設
訪
問

十
一
月
二
日
、
児
童
福
祉
部
会
・

子
育
て
支
援
部
会
の
合
同
研
修
と
施

設
見
学
が
あ
り
、
広
報
部
も
同
行
取

材
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
港
区
の
児
童
相
談
窓
口

は
、
新
宿
区
に
あ
る
東
京
都
児
童
相

談
セ
ン
タ
ー
（
以
下
：
都
児
相
）
で

し
た
が
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
、
よ

り
丁
寧
な
相
談
支
援
体
制
整
備
の
た

め
区
内
に
児
童
相
談
所
（
以
下
：
児

相
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

世
田
谷
・
江
戸
川
・
荒
川
に
続
き
特

別
区
内
四
番
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
都
児
相
が
対
応
し
て
い
た
虐

待
・
障
が
い
・
育
成
・
非
行
な
ど
相

談
デ
ー
タ
は
す
べ
て
当
施
設
に
移
行

し
、
同
じ
フ
ロ
ア
で
執
務
す
る
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
：
子

家
セ
ン
）
と
情
報
共
有
す
る
こ
と

で
、
迅
速
な
判
断
と
対
応
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
の
役
割
分
担
は
、

そ
れ
ぞ

れ
の
家

庭
で
の

よ
り
良

い
子
育

て
環
境

を
支
援

す
る
の

が
子
家

セ

ン
。

虐
待
に

よ
る
一

時
保
護
や
施
設
へ
の
入
所
な
ど
権
限

を
持
っ
て
介
入
す
る
の
が
児
相
で

す
。
双
方
の
施
設
が
協
力
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
を
整
え
る

手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

研
修
後
、
児
相
児
童
福
祉
係
松
﨑

典
子
係
長
と
子
家
セ
ン
地
域
連
携
担

当
髙
橋
康
子
係
長
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

Ｑ
：
当
施
設
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ
：
都
児
相
時
に
比
べ
る
と
、
相
談

員
（
児
童
福
祉
司
）
一
人
あ
た
り
で

担
当
す
る
件
数
が
減
り
、
き
め
細
か

く
対
応
し
て
い
ま
す
。
同
じ
フ
ロ
ア

に
児
相
と
子
家
セ
ン
の
担
当
者
が
い

る
こ
と
で
、
情
報
の
共
有
が
図
れ
る

と
同
時
に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
の

が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、

区
内
に
あ
る
こ
と
は
相
談
し
や
す
さ

が
あ
り
、
四
月
以
降
の
新
規
相
談
件

数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

は
、
深
刻
に
な
る
前
に
対
応
が
で
き

る
の
で
大
変
良
い
こ
と
で
す
。

Ｑ
：
港
区
の
家
庭
や
子
ど
も
の
特
徴
は
？

Ａ
：
教
育
に
熱
心
な
あ
ま
り
子
ど
も

に
過
度
な
期
待
を
か
け
す
ぎ
て
教
育

虐
待
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
次
に
、
親
子
や
夫
婦
間
の
喧
嘩

が
原
因
で
、
学
齢
の
高
い
子
ど
も
が

家
を
出
た
り
非
行
に
つ
な
が
っ
た
り

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

外
国
籍
の
方
が
多
い
の
で
、
国
に

よ
っ
て
子
育
て
の
方
法
や
考
え
が
多

様
化
し
、
理
解
い
た
だ
く
の
に
時
間

が
か
か
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
は
？ 

Ａ
：
長
期
休
業
は
、
学
校
に
馴
染
め

な
い
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
助
け
ら

れ
た
と
い
う
一
面
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
保
護
者
の
在
宅
勤
務

で
、
親
子
共
に
自
宅
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
た
こ
と
で
、
家
庭
が
安
心
で

き
る
場
所
な
の
か
そ
う
で
な
い
の

か
、
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
顕
著
な
例
と
し
て
は
長
時
間
の

ゲ
ー
ム
や
、
ス
マ
ホ
の
ゲ
ー
ム
ア
プ

リ
の
有
料
プ
レ
イ
な
ど
が
絡
ん
で
親

子
喧
嘩
や
虐
待
が
散
見
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
相
談
が
増
え
ま
し
た
。

Ｑ
：
民
生
・
児
童
委
員
は
、
港
区
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
の
一
員
で
す
が
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
？

Ａ
：
子
育
て
世
代
が
孤
立
し
な
い
よ

う
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
見
守
り
、
安

心
で
き

る
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
づ
く

り
の
お

手
伝
い

を
い
た

だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

地
域
に

は
支
援

に
つ
な
が
れ
ば
、
ほ
っ
と
す
る
方
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
ん
な
、
悩
ん

だ
り
、
困
っ
た
り
し
て
い
る
区
民
の

方
と
子
家
セ
ン
の
架
け
橋
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
で
悩
ん
だ
と
き
は
、
児

相
と
子
家
セ
ン
の
ど
ち
ら
で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

相

談

ツ

ー

ル

も

オ

ン

ラ

イ

ン

や

二
十
四
時
間
対
応
の
港
区
児
童
虐
待

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
左
記
参
照
）
な
ど
、

各
種
窓
口
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
周
知
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
積
極
的
に

推
進
し
て
い
る
里
親
制
度
へ
の
理
解

や
受
け
入
れ
先
な
ど
も
ご
紹
介
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

年齢や状況に応じ た相談室

カ フ ェ 「 地域交流室」

○港区児童虐待相談ダイ ヤル（ 24 時間 365 日）

　 0120-483-710

○児童相談所虐待対応ダイ ヤル（ 24 時間 365 日）

　 189（ お近く の児童相談所につながり ます）

○港区子ども 家庭相談ダイ ヤル

　 03-5962-7215

○港区おと なの子育て相談ねっ と 　

　 https://kosodate.minato.kodomosoudan.net

https://kosodate.minato.kodomosoudan.net
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令
和
三
年
十
二
月
十
六
日
、
赤
坂

区
民
セ
ン
タ
ー
で
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
の
全
体
研
修
が
開
か

れ
ま
し
た
。
講
師
は
跡
見
学
園
女
子

大
学
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
教

授
・
一
般
社
団
法
人
危
機
管
理
教
育

研
究
所
主
席
研
究
員
の
鍵
屋
一
氏
で

し
た
。
先
生
は
『
港
区
マ
ン
シ
ョ
ン

震
災
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
～
在
宅
避

難
の
す
す
め
～
』
の
作
成
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

で
す
。

秋
田
県
男
鹿
市
出
身
の
先
生
は
「
男

鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
災
害
時

は
ナ
マ
ハ
ゲ
台
帳
と
い
う
住
民
情
報

で
避
難
支
援
を
行
い
、
神
社
が
避
難

場
所
で
あ
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

大
災
害
は
忘
れ
な
い
頃
に

や
っ
て
く
る

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
貞
観
の
時

代
、
天
正
・
慶
長
の
時
代
、
元
禄
・

宝
永
に
も
十
五
年
か
ら
三
十
一
年
と

短
い
間
隔
で
大
災
害
が
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
大
正
・
昭
和
に
入
り

関
東
大
震
災
、
宮
城
県
沖
地
震
が
、

平
成
で
は
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

で
、
歴
史
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
阪
神
淡
路
・
東
日
本
の
二
つ
の

災
害
に
つ
い
て
は
生
々
し
い
映
像
を

見
て
改
め
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
災
害
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に

忘
れ
な
い
頃
に
や
っ
て
く
る
と
話
さ

れ
、
警
告
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
起

き
る
で
あ
ろ
う
首
都
直
下
地
震
、
西

日
本
大
地
震
、
富
士
山
噴
火
な
ど
、

ま
さ
に
今
震
災
前
夜
を
生
き
て
い
る

と
聞
き
、
改
め
て
災
害
の
備
え
は
大

丈
夫
か
、
都
心
の
災
害
対
策
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
真
剣
に
取
り
組
む
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。
「
自
分
は
大
丈

夫
」
と
い
う
気
持
ち
『
正
常
化
』
の

偏
見
が
一
番
危
険
だ
と
先
生
は
主
張

さ
れ
ま
し
た
。
『
正
常
化
』
と
は
、

自
分
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
情
報
を

無
視
し
、
過
小
評
価
し
て
し
ま
う
人

間
の
特
性
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
非
常
ベ
ル
が
鳴
っ
て

も
、
ま
た
誤
作
動
か
な
？
と
思
い
誰

も
が
無
関
心
に
な
り
、
避
難
し
よ
う

と
は
考
え
な
く
な
り
、
非
常
ベ
ル
に

慣
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
気
持
ち
が
災
害
時
に
避

難
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

先
生
の
熊
本
地
震
支
援
経
験
か

ら
、
と
て
も
困
っ
た
事
例
と
し
て
水

道
・
ガ
ス
・
電
気
・
ト
イ
レ
が
使
え

な
く
な
る
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被

害
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
、
ご
み

問
題
、
居
住
者
の
安
否
確
認
に
時
間

を
要
し
た
な
ど
の
経
験
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
港
区
の
災
害
対
策
と
し
て
は

在
宅
避
難
が
基
本
で
す
。
在
宅
避
難

を
す
る
た
め
に
は
ま
ず
一
週
間
分
の

防
災
食
・
飲
料
水
・
簡
易
ト
イ
レ
の

備
え
と
家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
が
必

要
で
す
。
日
頃
の
対
策
と
し
て
は
、

民
生
・
児
童
委
員
も
自
治
会
や
管
理

組
合
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
良
い
人
間
関
係
を
作
る
こ
と

で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
、
災
害
時

の
要
支
援
者
の
名
簿
作
成
や
、
防
災

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
も
大

切
な
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。
最
近
の

異
常
気
象
や
自
然
災
害
が
多
発
し
て

い
る
時
期
の
講
演
は
大
変
有
意
義
で

し
た
。芝

浦
港
南
地
区

　
堀
野
美
千
子

全

体

研

修

都
心
区
な
ら
で
は
の
防
災
に
つ
い
て

講師の鍵屋 一氏

講演は脳ト レ から スタ ート
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高

輪

地

区

四
年
前
ス
タ
ー
ト
の
ゆ
か
し
の
杜

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
高
輪
」
は

白
金
台
地
区
に
や
っ
と
で
き
た
居
場

所
で
、
お
し
ゃ
べ
り
や
ミ
ニ
健
康
講

座
、
マ
ジ
ッ
ク
等
を
楽
し
む
地
域
カ

フ
ェ
で
す
。
参
加
者
は
平
均
二
十
七

名
で
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
す
。
毎

月
第
三
金
曜
午
後
一
時
半
開
始
。
ス

タ
ッ
フ
十
名
の
内
五
名
が
当
該
地
区

の
民
生
・
児
童
委
員
で
す
。
そ
の
運

営
に
協
力
す
る
こ
と
と
、
そ
こ
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
が
民
生
・
児
童
委
員

活
動
に
有

用
と
考
え

て
い
ま
す
。

一
昨
年

三
月
以
降

コ
ロ
ナ
禍

で
中
断
し

て
い
ま
し

た
が
昨
年

十
二
月
再

開
。な

お
関

係
機
関
や

地
域
の
方

と
の
共
同
運
営
で
す
。
高
輪
区
民
セ

ン
タ
ー
、
H
U
G

高
輪
と
計
三
カ

所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。大

竹
　
　
裕

芝

地

区

毎
月
第
二
金
曜
日
午
後
、
愛
宕
区

民
協
働
ス
ペ
ー
ス
で
「
と
ら
サ
ロ

ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
時
間
短
縮
な
ど
の
制
約
も

あ
り
ま
す
が
、
毎
回
二
十
～
三
十
名

が
集
い
ま
す
。
最
近
は
講
話
が
多
く

な
り
、
十
二
月
は
理
財
局
の
「
金
融

ト
ラ
ブ
ル
の
注
意
」
を
分
か
り
易
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
好
評
で

し
た
。
民

児
協
で
の

資
料
で
出

前
講
座
を

知
り
、
一

年
越
し
の

実
施
で
し

た
。
参
加

者
の
年
齢

層
は
四
十

～
九
十
歳

代
と
幅
広

く
、
気
軽

に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

は
民
生
・
児
童
委
員
三
名
を
中
心
に

ご
近
所
の
有
志
が
担
い
、
参
加
者
の

目
線
に
添
っ
た
企
画
を
し
て
い
き
た

い
と
、
情
報
収
集
の
ア
ン
テ
ナ
を
日

夜
張
り
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

伊
藤

　
早
苗

麻

布

地

区

麻
布
地
区
で
は
、
地
区
内
四
カ
所

の
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
南
麻
布
・

あ
り
す
・
西
麻
布
・
飯
倉
）
」
を
会

場
に
、
毎
月
一
回
「
ち
ょ
こ
っ
と
立

ち
寄
り
カ
フ
ェ
」
と
い
う
名
称
の
サ

ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
民
生
・

児
童
委
員
も
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
近
所
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
や
ボ
ッ
チ
ャ
ゲ
ー
ム
、
季
節
の
飾

り
物
の
製

作
な
ど
内

容
も
多
彩

で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

の
流
行
で

休
止
も
あ

り
、
自
由

に
人
と
会

え
な
い
時

間
を
経
験

し
た
こ
と

で
、
互
い

に
顔
を
見

合
わ
せ
楽
し
く
集
い
繋
が
る
場
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
以
前
の
よ

う
な
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
阿
部

　
令
子

赤
坂
青
山
地
区

サ
ロ
ン
を
始
め
て
六
年
、
い
つ
の

間
に
か
八
名
に
、
口
も
手
も
よ
く
動

く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
サ
ロ
ン
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
最
初
の
二
カ
月
は
休
み

ま
し
た
が
休
ん
で
い
た
期
間
は
、
脳

ト
レ
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
情
報
等
の

コ
ピ
ー
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
、
電
話

で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

人
に
会
え
な
い
不
安
感
が
だ
ん
だ
ん

孤
独
に
繋
が
っ
て
く
る
よ
う
に
感

じ
、
サ
ロ

ン
の
意
義

は

何

か
、

様
々
な
葛

藤
も
あ
り

ま
し
た
。

小
規
模

の
サ
ロ
ン

で
、
換
気

の
で
き
る

場
所
で
あ
っ

た

こ

と
、

窓
も
全
開

に
、
参
加

者
の
自
主
的
な
感
染
予
防
の
徹
底

と
、
寡
黙
で
時
間
も
短
く
、
多
く
の

制
約
の
中
で
そ
の
時
の
現
状
を
踏
ま

え
何
事
も
前
向
き
に
協
力
し
合
っ
て

い
ま
す
。

佐
藤
せ
つ
子 力作！青山いき いき 作品展に出品

サ

ロ

ン

活

動

紹

介
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高

輪

地

区

令
和
三
年
度
地
区
研
修
を
九
月
と

十
一
月
二
回
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。

第
一
回
は
港
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
「
は
じ
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
」
の
講
座
を
受
講
し
、
リ
モ
ー
ト

で
の
会
議
に
参
加
す
る
手
順
を
学
び

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

｢

は
じ
め

て
体
験
し
た
が
便
利｣

と
い
う
感
想

が
多
く
、
実
践
で
活
用
す
る
準
備
を

整
え
、
第
二
回
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
僕
が
性
別
ゼ
ロ
に
戻
る

と
き
～
空
と
木
の
実
の
九
年
間
～
」

を
鑑
賞
し
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
問
題
の
知
識
を

身
に
つ
け
ま
し
た
。
会
場
と
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催

さ
れ
前
回
の
研
修
の
効
果
が
確
認
で

き
ま
し
た
。

今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
効
果

的
に
活
用
す
る
よ
う
実
践
を
繰
り
返

し
て
い
き
ま
す
。

斎
田

　
純
子

芝

地

区

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
行
え

る
活
動
と
し
て
、
十
一
月
に
芝
地
区

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い

相
談
室
、
神
明
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

港
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
神
明
子
ど

も
中
高
生
プ
ラ
ザ
の
皆
様
に
「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
情
報
共
有
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
内
容
は
、
子
育
て
中
の
親

子
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
環
境
や
こ
れ

ま
で
と
の
変
化
、
関
わ
り
方
、
健
康

に
つ
い
て
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の

で

し

た
。

事
業
者
の

方
々
の
取

り
組
み
方

の
工
夫
や

実
態
把
握
、

サ
ポ
ー
ト

な
ど
質
疑

応
答
に
も

熱
心
に
答

え
て
い
た

だ
き
、
コ

ロ
ナ
禍
で

の
感
染
予

防
の
徹
底
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各

事
業
者
皆
さ
ま
方
の
ご
尽
力
に
深
く

感
謝
す
る
ば
か
り
の
研
修
で
し
た
。

森
　
久
美
子

麻

布

地

区

十
一
月
に
「
成
年
後
見
制
度
」
に

つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
成
年
後
見
制
度
」
に
は
、
本
人
の

申
し
立
て
に
応
じ
裁
判
所
が
そ
の
人

に
適
し
た
後
見
人
を
選
任
し
て
く
れ

る
「
法
定
後
見
制
度
」
と
、
本
人
が

頼
み
た
い
人
を
決
め
公
証
役
場
で
手

続
き
す
る
「
任
意
後
見
制
度
」
が
あ

る
こ
と
。
ま
た
他
に
も
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
契
約
で
「
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
援
助
事
業
」
が
用
意
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

現
在
、
核
家
族
や
高
齢
化
社
会
に

伴
い
、
認
知
症
等
で
判
断
能
力
が
衰

え
た
場
合
の
不
安
を
抱
く
高
齢
者
が

多
い
中
、
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て

適
切
な
助
言
を
す
る
た
め
の
有
意
義

な
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

村
山

　
俊
司

赤

坂

青

山

地

区

昨
年
度
と
今
年
度
と
コ
ロ
ナ
禍
で

地
域
の
行
事
が
ほ
と
ん
ど
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
十
一
月
に
「
成
年
後
見

制
度
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事

業
等
に
つ
い
て
」
港
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
担
当
者
を
招
き
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

高
齢
化
社
会
と
な
る
今
後
に
お
い

て
、
法
定
後
見
制
度
、
任
意
後
見
制

度
等
、
皆
様
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

場
所
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

相
談
者
に
と
っ
て
、
今
後
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
の
で
は
と
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
様
性
と
柔

軟
性
が
求
め
ら
れ
る
今
、
こ
れ
か
ら

の
私
た
ち
の
活
動
に
も
幅
が
広
が
り

そ
う
で
す
。

小
林
千
代
江

地
区
だ
よ
り

地
区
だ
よ
り



（ 7 ）

芝

浦

港

南

地

区

地
区
民
児
協
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

事
務
局
の
協
力
で
広
い
会
場
を
使
用

し
、
休
む
こ
と
な
く
開
催
で
き
ま
し
た
。

単
身
高
齢
者
へ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、

「
成
年
後
見
制
度
」
の
研
修
、
東
京

都
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
高

齢
者
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
」
の
講
座
も
行
い
ま
し
た
。

た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
は
、
芝
浦
ア
イ

ラ
ン
ド
児
童
高
齢
者
交
流
プ
ラ
ザ
と

台
場
児
童
館
で
、
体
育
館
等
を
使
い

感
染
対
策
を
し
て
開
催
を
続
け
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
度
書
面
会
議
と
な
っ
た

四
者
協
議
会
を
、
今
年
度
は
芝
浦
、

港
南
、
台
場
の
三
地
区
に
分
け
て
実

施
し
、
各
地
区
の
詳
し
い
状
況
を
知

り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

古
⻆
佐
知
子

生活保護ケースワーカ ーさ んと の座談会

【 生活福祉部会】

研修会で里親制度を 学ぶ

【 子育て支援部会】

高齢者と のコ ミ ュ ニケーショ ンについての学び

【 高齢福祉部会】

子ども 家庭総合支援センタ ーの見学

【 児童福祉部会】

児童相談所にて里親制度・ 社会的養護の研修

【 主任児童委員部会】

研修会「 障害のある 子ども 達への理解」

【 障がい福祉部会】

部 会 活 動 報 告

四者協議会
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

社
会
福
祉
活
動
へ
の
功
績
に
よ
り

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特

別

功

労

賞

東
京
都
民
生
委
員･

児
童
委
員
大
会

福
祉
保
健
局
基
準
に
よ
る
賞
状
の
授
与

　
芝

　
地

　
区

國
原

　
政
彦

一

般

功

労

賞

　
芝

　
地

　
区

新
上

　
祥
代

　
芝

　
地

　
区

仲
田

　
一
男

　
芝

　
地

　
区

石
井
す
み
江

　
高

輪

地

区

齊
藤

　
　
篤

　
高

輪

地

区

能
城

　
裕
子

　
高

輪

地

区

野
畑

　
淑
恵

　
麻

布

地

区

野
村

　
知
義

　
麻

布

地

区

村
山

　
俊
司

　
麻

布

地

区

小
峰

　
史
郎

　
赤
坂
青
山
地
区

渡
邉

　
里
加

　
赤
坂
青
山
地
区

吉
田

　
房
枝

　
赤
坂
青
山
地
区

松
田

　
和
子

　
赤
坂
青
山
地
区

佐
藤

　
重
康

　
赤
坂
青
山
地
区

佐
藤
せ
つ
子

　
赤
坂
青
山
地
区

春
木

　
鶴
代

　
芝
浦
港
南
地
区

小
島

　
俊
輔

　
芝
浦
港
南
地
区

佐
藤

　
貴
子

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

　
芝

　
地

　
区

新
上

　
祥
代

　
芝

　
地

　
区

仲
田

　
一
男

　
芝

　
地

　
区

石
井
す
み
江

　
麻

布

地

区

野
村

　
知
義

　
麻

布

地

区

村
山

　
俊
司

　
赤
坂
青
山
地
区

渡
邉

　
里
加

　
赤
坂
青
山
地
区

吉
田

　
房
枝

　
赤
坂
青
山
地
区

松
田

　
和
子

　
赤
坂
青
山
地
区

佐
藤

　
重
康

　
赤
坂
青
山
地
区

佐
藤
せ
つ
子

　
赤
坂
青
山
地
区

朝
川

　
公
雄

　
赤
坂
青
山
地
区

春
木

　
鶴
代

　
芝
浦
港
南
地
区

中
山

　
静
司

　
芝
浦
港
南
地
区

佐
藤

　
貴
子

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　
芝

　
地

　
区

和
田

　
和
子

港
区
区
政
功
労
者
表
彰

　
麻

布

地

区

川
窪

　
　
幸

　
退
任
さ
れ
ま
し
た
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。
長

い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付

高

輪

地

区

大
野

　
宮
子

○
令
和
三
年
八
月
三
十
一
日
付

赤
坂
青
山
地
区

田
中

　
淳
一

○
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
付

芝
浦
港
南
地
区

吉
武

　
　
誠

　
今
号
で
は
、
港
区
に
新
た
に
開
設

さ
れ
た
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
、

多
様
化
・
複
雑
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
に
、
よ
り
身
近
な
場
所

か
ら
支
援
で
き
る
施
設
が
区
内
に
設

置
さ
れ
た
こ
と
は
、
見
守
り
を
行
う

民
生
・
児
童
委
員
に
と
っ
て
も
大
変

心
強
い
こ
と
で
す
。
今
後
、
様
々
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
共
に
活
動
す

る
一
助
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
麻
布
地
区
担
当
）

　

新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

皆
様
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

○
令
和
三
年
四
月
一
日
付

高

輪

地

区

宇
山

　
芳
人

高

輪

地

区

瀬
　
信
一

高

輪

地

区

小
嶋

　
真
理

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

退
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

芝
地
区

　
田
中

　
明

　
委
員

令
和
三
年
四
月
二
十
一
日

逝
去

新
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員

令
和
三
年
度

表
彰
受
賞
者

4 月 1 日付委嘱者

編
集
委
員

委
　
員

　
長 

西
　
　
清
子

副

委

員

長 

藤
田

　
純
子

委
　
　
　
員 

谷
　
　
孝
子  

　
　
枻
川
と
し
子

［

　

芝

　

］ 

石
川

　
啓
子  

　
　
伊
藤

　
孝
昭

［
高

　
　
輪
］ 

野
村

　
圭
子  

　
　
大
竹

　
　
裕

［
麻

　
　
布
］ 

金
田

　
直
美  

　
　
遠
山

　
　
哲

［
赤
坂
青
山
］ 

佐
藤
せ
つ
子  

　
　
渡
邉

　
里
加

［
芝
浦
港
南
］ 

河
野
奈
穂
美  

　
　
山
口

　
博
子



町会・自治会の役員のみなさん必見！

まるごとって？
・情報発信と会計事務の講座を実施します。
・受講団体には、タブレットを1台お貸しします。
・貸与期間中は、通信費も区が負担します。
・「デジタルお助け隊」が丁寧にサポートします。

申込は、裏面をご覧ください

募集期間

令和４年4月11日（月）～５月10日（火）

講座内容

町会・自治会で、
主に広報や会計を担当している方

町会・自治会活動の
まるごとデジタル支援、始めます

① 情報発信講座
TwitterやFacebookを使った情報発信方
法、LINEでの役員間の連絡方法などＳＮＳの
使い方をはじめ、電子回覧板、公式LINEアカ
ウント等の活用方法などをお伝えします。

② 会計事務講座
手書きで処理していた会計事務について、タ
ブレットを使って表計算アプリによる会計処
理のやり方をお伝えします。

募集団体数

各講座につき、10団体

※団体につき、１～３名程度で参加できます。

※両講座へのお申込みも可能です。

募集対象

こんな町会・自治会さんにおすすめです！

マンション住民に
地域情報を届けたい

電子回覧板で活動内容
を発信・拡散することで、
これまで届けられなかっ
た方にも情報が届けら
れます。

デジタル機器を
試しに使ってみたい

実際にタブレットを使っ
て、デジタルの便利さを
体験していただきます。
購入希望の場合、手続き
も丁寧にサポートします。

担当者がデジタル機器
を使いこなせていない

受講者のレベルに合わ
せてご説明します。受講
後は、使いこなせるよう
に「デジタルお助け隊」
がサポートします。

「デジタルお助け隊」とは？
デジタルリテラシーの高い区民ボランティアが、「デジタルお助け隊」として、タブレットを活用した町会・
自治会運営をマンツーマンでサポートします。
設置期間：令和４年10月～令和５年3月（予定） 設置場所：区民協働スペース等

令和４年７～９月実施予定

貸与機器

各講座につき、ダブレット端末 １台

※充電器等の付属品、保護ケースを含みます。

※通信費（定額データ制）は、区が負担します。



F A X

町会・自治会名

氏 名
（役 職）

連絡先

メールアドレス

希望する講座に〇を
してください。
（両方でも可）

情報発信講座 会計事務講座

必要事項をご記入いただき、お申込みください。

申込方法 お住まいの地区の総合支所協働推進課に電話又はFAXでお申込みください。

芝地区 03-3578-3123 FAX: 03-3578-3180
麻布地区 03-5114-8802 FAX: 03-3583-3782
赤坂地区 03-5413-7272 FAX: 03-5413-2019
高輪地区 03-5421-7621 FAX: 03-5421-7626
芝浦港南地区 03-6400-0031 FAX: 03-5445-4590

※ 講座の初回当日に、タブレットを貸与します。

※ お申込み順に受け付けます（事前予約不可）。ただし、お申込み多数の場合は、ご相談させていただく場合もあります。

※ 各講座の日時や場所は、お申込のあった町会・自治会の状況を考慮して、区の施設で開催します。

申込期間 令和４年４月11日（月）～５月10日（火）

講座内容のお問合せ 港区 産業・地域振興支援部 地域振
興課区民協働・町会自治会支援担当

03-3578-2557

メールでお申し込みの場合、下記へ必要事項をお送りください。
件 名 【○○町会】町会・自治会まるごとデジタル支援事業申込
アドレス minato03@city.minato.tokyo.jp

５月
貴団体の受講者名簿、
受講希望場所等の簡
単なアンケートにご
協力ください。

申込後の流れ

７月～９月
各種講座受講期間
・情報発信講座（6回）
・会計講座（2回）

10月～令和５年３月
デジタルお助け隊に
よるマンツーマンの
サポート開始
（全町会・自治会対象）

※二次元コードをスマートフォンで読み取り、港区ホームページの
「町会・自治会」のページから、講座の内容をご覧いただけます。



ウクライナ各地で激化する戦闘により、死傷者やインフラ被害が発生し

ており、多くの方々が周辺国へ避難をしている状況です。 

国際赤十字・赤新月社連盟等が実施するウクライナ国内および周辺国へ

の救援活動を支援するため、港区では、本庁舎の総合窓口案内、各総合

支所に募金箱を設置して、救援金を受け付けています。 
 

受 付 期 間： 

令和４年３月７日（月）から令和４年５月３１日（火）まで  

募金箱設置場所： 

港区役所１階総合案内、各総合支所、芝浦港南地区総合支所台場分室 

※受付期間、募金箱設置場所は変更することがあります。 

※町会・自治会等で集めていただいた募金については、各総合支所協働推進課 

協働推進係にお持ちいただければ幸いです（領収証を発行いたします）。 

※振込みを希望される方は、下記の郵便振替口座を御利用ください。 

  口座記号番号：００１１０－２－５６０６ 

  口座加入者名：日本赤十字社 

  ※通信欄に「ウクライナ人道危機」と明記してください。 

また、受領証の発行を希望する場合は、「受領証希望」とご記載ください。 

※ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取扱いの場合、振込手数料は免除されます。 

※ゆうちょ銀行・郵便局以外の銀行口座については、ホームページをご覧 

いただくか、お問い合わせください。 

 

皆さまの温かいご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 

《問合せ》 

芝地区総合支所 協働推進課     電話：03-3578-3123 

麻布地区総合支所 協働推進課    電話：03-5114-8802 

赤坂地区総合支所 協働推進課    電話：03-5413-7272 

高輪地区総合支所 協働推進課    電話：03-5421-7621 

芝浦港南地区総合支所 協働推進課  電話：03-6400-0031 

保健福祉課 地域保健福祉係     電話：03-3578-2381 

 

 



「みなとタウンフォーラム」とは？

区政全般を対象とする総合的な計画である「港区基本計画（令和３
（2021）年度～令和８（2026）年度）」の見直しに向けて、港区に住み、
働き、学ぶ皆様が意見を出し合い、区に提言を行う区民参画組織です。

TEL 03(3578)2568 ／ FAX 03(3578)2034

〒105-8511 港区芝公園一丁目5番25号
お問合せ
申込先

■対象
１８歳以上の区内在住、在勤又は在学者で、継続して参加できる方

■申込方法
郵送、ファックス又は港区ホームページより応募いただけます。

○様式は自由です。別添の申込書をご活用下さい。

○次の事項を記入してください。
①氏名、②住所、③電話番号、④メールアドレス、⑤性別（任意）、
⑥年代、⑦国籍（任意）、⑧区内在住・在勤・在学の別、
➈過去のみなとタウンフォーラム参加の有無、
➉参加希望グループ（第１希望・第２希望・第３希望）、⑪参加動機（１００字程度）、
⑫その他（保育希望、車椅子での参加など）

募集内容

提言式
検討の成果をプレゼン
テーションで区長に提言

グループ会議
ワークショップ形式で区政の
課題や解決の方向性を議論

事前学習
検討分野に関する知識を深める
ため、事前学習会を開催

令和４(2022)年７月～ ９月～ 令和５(2023)年３月 令和６(2024)年１月

基本計画
改定

反映

※詳しくは裏面をご覧ください。
港区ホームページでは前回の活動内容もご覧いただけます。
https://www.city.minato.tokyo.jp/kikaku/kuse/shisaku/
kihonkoso/townforumbosyu.html

申込期限
令和４(2022)年
５月２日（月）

消印有効

港区企画経営部企画課
（港区役所４階）

な と タ ウ ン フ ォ ― ラ ム

ン バ ― 大 募 集 ！

み

メ

みんなと一緒に港区の未来
を考えてみませんか？

二次元コードを
読み取ると、
区ホームページへ
アクセスできます。



みなとタウンフォーラムメンバー募集について
みなとタウンフォーラムとは、区政全般を対象とする総合的な計画である「港区基本計画

（令和３（2021）年度～令和８（2026）年度）」の見直しに向けて、港区に住み、働き、学
ぶ皆様が意見を出し合い、区に提言を行う区民参画組織です。
令和４（2022）年７月頃から、学習会、グループ会議などの活動を行い、令和５（2023）

年３月に提言式の開催を予定しています。
参加メンバーを募集しますので、是非ご応募をよろしくお願いいたします。

みなとタウンフォーラムについて
■活動内容・スケジュール（予定）
○令和４（2022）年７月～８月 （平日夜間に２回程度）
＜事前学習＞検討分野に関する知識を深めるため、事前学習会を開催します。

○令和４（2022）年９月～令和５（2023）年２月 （平日夜間に月２回程度）
＜グループ会議＞ワークショップ形式で区政の課題や解決の方向性を議論します。

○令和５（2023）年３月
＜提言式＞検討の成果を区長に提言します。

■グループ・検討分野

■活動場所
港区役所会議室（港区芝公園１－５－２５）

■港区基本計画への反映
提言を活用して区民目線に立った取組を創出するとともに、いただいた意見を最大限反映し、

令和５（2023）年度に港区基本計画を改定します。

募集内容について
■対象
１８歳以上の区内在住、在勤又は在学者で、主に平日夜間月２回程度の会議に継続して参加

できる方

■募集人数
９０人程度（各グループ１０人程度）
※申込多数の場合は、抽選にて参加者を決定します。
※結果は、応募者全員に令和４（2022）年６月上旬にお知らせします。
※グループはご希望に沿えない場合があります。報酬・交通費の支給はありません。

■申込方法
郵送、ファックス又は港区ホームページより応募いただけます。

【必要事項】
①氏名、②住所、③電話番号、④メールアドレス、⑤性別（任意）、⑥年代、
⑦国籍（任意）、⑧区内在住・在勤・在学の別、➈過去のみなとタウンフォーラム参加の有無、
➉参加希望グループ（第１希望・第２希望・第３希望）、⑪参加動機（１００字程度）、
⑫その他（保育希望、車椅子での参加など）

■申込期限
令和４（2022）年５月２日（月）消印有効

■申込先
○郵送 〒105－8511 港区芝公園一丁目5番25号

港区企画経営部企画課企画担当 宛
○FAX ０３－３５７８－２０３４
〇港区ホームページ https://www.city.minato.tokyo.jp/kikaku/

kuse/shisaku/kihonkoso/townforumbosyu.html

第４ｸﾞﾙｰﾌﾟ:地域コミュニティ
第５ｸﾞﾙｰﾌﾟ:国際化・文化
第６ｸﾞﾙｰﾌﾟ:産業・観光

第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ:街づくり
第２ｸﾞﾙｰﾌﾟ:防災・生活安全
第３ｸﾞﾙｰﾌﾟ:環境・リサイクル

第７ｸﾞﾙｰﾌﾟ:子育て・教育
第８ｸﾞﾙｰﾌﾟ:生涯学習・スポーツ
第９ｸﾞﾙｰﾌﾟ:福祉・保健

このマークは視覚に
障害のある人などが
使う音声コード
（Uni-Voice）です。
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